
R７ 放課後等補充学習の取組 鹿島市立東部中学校
取組の実際

生徒の感想

活用のポイント☆彡 生徒一人ひとりのニーズに応じた学習ができる、少人数のグループ編成

各教科ごとに、３つのグループを編成。
少人数なので、静かな環境で集中して学習でき、分からないところは個別に指導員の先生が教えてくれます。
基本的に、生徒は自分で学習内容を決め、学習したい教材を持参し、取り組みます。自分から学ぶ姿勢を育むことにつながっています。

自分から学ぶ！
「学び手の姿勢を育む」

受験に向けての学力向上と
学習習慣の定着を目指す！・３年生（希望者）が対象

・１１月から１月の期間で実施
・毎週 水曜日（２時間）と金曜日（１時間）
冬季休業は、１２/２５・２６の２日間は集中講座（３時間）
・３教科（数学、英語、理科）

保護者や生徒への補充学習の周知と希望者の募集

１０月中旬に、３年生の保護者宛てに「放課後補充学習会のご
案内」のプリントを配布し、参加者を募りました。
参加にあたり、保護者から参加申込書を提出してもらいました。
参加申込書には、コース（ゆっくりコースと標準コース）の選択と
参加希望日を書いてもらっています。

実施日等

指導員について

地元の塾の先生、退職教員、大学生に指導員をお願いしています。教科の専門性が高い先生方が教えてくださいます。

生徒が自分の学習したい教材を持参！（教科書・問題集・プリントなど）

・県立の過去問と数学を聞こうと思って参加しました。とても集中できました。
・少人数だったのでリラックスして学習できました。
・英語は語順や自分のわからないところを解決するため、数学は苦手なところを聞いて、その問題を克服するために参加しました。
学習会に参加してよかったと思いました。またがんばっていきたいです。


